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着スオ:″身―ナー
6月 12日 (火 )第 73回 社 会福祉 法 人バ オバ ブ福社 会理事会 、 28日 (本 )第 9回 評議

員会が開催 され、 2017年 度決算・ 事業報告、新規事業 (案 )が 承認 され ま した。
通信 では、その議論 の重要な項 目ににつ いて後援者 。支援者 の皆様 にお伝 え します。

′θノアタ度洪鰐鋼燿電F″次のガ グです

1,事 業活動収入 257, 666千 円。事業活動支 出 244, 722千 円3(人 件費支出
が 184, 848千 円)と な り、事 業活動資金収支差額 12, 943千 円にな り

2,施 設整備等支 出差額額  △ 25, 814千 円。
3,当 期末支払資金残高 47, 684千 円の      収支 の改善がすすみ ま した

本年度 は、 17年 度の人件費 (職 員勤務体制等 )を 効率 よくまわ しなが ら、ホームの利
用率 を上げた り、えるで生活介護 、 日中一時支援事業 の利用促進 をすす め、累積 の赤字 を
一掃 し解 消 してい くこと=新規事業の展 開についての補強意見がだ され 、出席者 全員か ら
疑義 はな く、 2017年 度決算 (計 算書類 、財産 目録等)は 、満場一致で承認 さま したぅ

資金収支計算書               事業活動計算書

●
●
一^

．　
´
ヽ

一
．
．ヽ

i . -'-l: ... ".

_三 」■ 二 _=“■_= _■■三二

し

し

賃倦封鵜表

当年■_| 市‐II( I  :・●1  1

r,■■「:,

■●

「
:t

'■

,1て ,t ti

■,(千11●

り1●′■

・1●■‐
‐
■ヽ 全

:■ ●I

II=● ,■

仮払●

¬t,キL
■■lr.::

、■■,

イし
'11":j・

ti■'
■■

"■ 十■

`

'I■ ,■ 1・■|

:■ ■■
=11_■

、

;.■影 ',― ■■‐‐

■ .‐
‐

‐
:  

・

70.266.371

30.984.850

221 000

36.449.450

451.275

690.167

400.696

χЮ′000
366.027,426

007,686.52:

99,422.000

218.264,521

53.340,906

1.0痰 ."1
12.166.579

5,893.375

16.050,3●2

1,016.456

1,666.006

3.037,176

■311,410

10.169,361

43 873

蓼1.黎 8.

154.

01.593.

28,783.

28.783,

△31ア 63

302

Δ5し 3

△:,9

・
.― ■ ｀ 1-

11_".::ザ

~・
t‐

‐…

十■
:~:｀

ウ・ t~‐
｀|'I■ |‐

~

●Il'‐
う・   4.~′

■■
1.^・

.‐

,,0

`11 ,`,.

.´ ,|二 .■ :_・ ―  .

,035:11

50.200.1 △,,,.

0",.
0110,

1,283,

13.2'4,

ヽ

``,

:お32.

△1.373.

△78,

1.492.

△347.

380.

△483.

17.423.1

|■ . ||■■‐: ‐・ :|■ .■ ‐
.

:■・:|‐ 1.:■_‐  _ ‐

::´ ,_1,● 4■
111~1.‐ ■・

'3.3.384.

6.921,

10.663.

`0 ,10, .3` 13

292

2.011`'_

1.3.004. ,31

|,,

2

(`5 ,``

ヽヽ
'`,.|`∞0.

`"`

Z,7.456.

507 31 △61
△6.1

△16,,

10.005.

“

.関i
50.

72,

73.

,,0.

'7.

△
`.``2.△0.

,, |,0

1ヽ ,10 △
'1210,“_型三 二

“

1 47,11お i

●,,i.`_■ ■_■ ●_ 」

“

20:2"



KSKQ(バ オバブネットワーク通信VOL18)第 三種郵便物承認通巻9111号    2018年 7月 17日 発行 (5)

承認 された新規事業の概要です

,松 原 市の承認 を うけて、相談事業所「いこな」を移転 し女性 3名 の増室 を実行す る。
。「第 2え るで」 の近隣に土地・家屋 を買収 し、重度対応男性 ホームを建設す る。
・建設費用 を法人資金及び金融機 関 。保護者 か らの借入金及び寄付金で充 当す る。
・ 7月 よ り、広 く後援者 に寄付金募集 を開始す る

新規事業 につ いて
1)い こな移転事業 (女子ホーム増室事業 )計画

8月   設計 を含 む最終案確定
9月   建設業者選定

10月   工事着工   「い こな」の移転
12月   完成

1月   ホー ム開所準備
4月   ホーム正式開所

2)い こな移転 先について
近隣で賃貸す る予定

3)予 算見込
・ 用地買収費 (手数料・ 登記費用含 )・ 00。
。設計・管理費
・ ホー ム改造費 (世 話人室
,い こな事務機器 (ソ フ ト
・ 建設費 (40坪 × 35万

700万 円
円
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火 。電 気設 備 ・ 登記 料 )
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3, 130万 円 × 1.08=
<収 入 >

・ 入所 金 (30万 円 × 3人 )

。金 融機 関 か らの借 入 金
。保 護 者 借 入 金・ 寄付 金 等

2.
1,

3,

法 人 か ら の お 願 い <封 書 で配布 させ て頂 い た文 書 を再 掲 させ て い た だ きます 。 >

昨年は、本福社会に とって画期的な一年で した。
生活介護事 業所 「第 2え るで」グルー プホーム 「ひ とつ星 」 を開設 し、「バオバ ブ

の家」の生誕地 である南新町 に第二拠 点 をつ くることがで きま した。 また、様 々な

事情にか ら、法人か ら離れ ていたメンバーの復帰の実現 もで きま した。
この よ うな夢が実現できたの も、後援会 に結集 していただ きま した後援者のみ なさ

ん、「バオバ ブお帰 りな さい」 と声 をか けて くだ さつた地域 のみ な さん 、法人 を信頼
して共に歩んで くだ さったバオバ ブファ ミリーのみなさんの お力があったか らだ と心
か ら感謝 しています。
「えるで」の ク ッキー・製菓室の拡張 、 メンバー用パ ソコ ンの導入 、「第 2え るで」
での メンバー用パ ソコンの充実 も皆様の ご援助の賜物だ と考 えています。

本年度は、ホー ム入所希望 メンバーの生活拠 点確保 (男 女各 3名 )と ともに、可能
な ら松原市全体の課題 でもある「重度心身障害児・者」に対応 した地域事業所・緊急

できる一時入所施設の設立等の準備 に力を注 げた らと考 えています。
月に「第 2え るで」の直 ぐ近 くの住宅 を購入 し、男性ホーム建設に着手 し、新 し

向性の実現 に向けて歩み 出 しま した。
法人の財政事情や職員構 成か ら見て、 この新 しい事業 を遂行す ることは容易なこ

はあ りません。
会福祉法人には、 メンバーの願 いに こたえる義務 と地域の課題 をともに解決す る
があ ります。条件がない とい うことで、歩み を止め ることはできません。広範な

皆様の力を借 りなが ら、実現に向けた努 力を積み重ねてい く決意 を しています。

本年 も、引き続 き本法人に ご寄付 を通 じて、 ご支援 をお願 いいた します。

社 会 福 祉 法 人バ オバ ブ福 社 会 理 事 長  房 本  晃
<同 封 の振 込用 紙 を活 用 くだ さい。 >
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バオバ ブ福祉会
後援会ニュース 7月 号

バオバ■こなだぢ0輪、大成功 rr

傷

7月 10日 現在で、個人加入者が120名 、団体加入が6件です。毎年更新となつていますの

で、未加入の方はぜひご入会ください。年会費は、個人が3,000円、団体が10,000円
です。宜しくお願いします。
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(土 )に 、第 1え るでと第 2え るでで、地域の小学校の子 どもたちとの交流会 を

。たこやきづ くり、七夕飾 り、 うちわづ くりを しま した

、20名 を超える子どもたちや保護者の方々、
先生方で楽 しい半日を過ごしました。
た来たいなあ :」 「来週もあるの ?」

があり、来年も実施したいなあと思いました。

‐  ″

π ″ ダ〃ダダ。
夢″んク.

◇ 取 ιl組み そ の T 第 1、 第2え るで合同のクラブ活動

～スポーツ大好 きな人集 まれ～
ブ ～電車や車が大好きな人集まれ～

～ え ほ ん や お は な しが 大 好 き な 人 集 ま れ ～

の ク ラ ブ ～うたやダンスの大好きな人集まれ～

・ この クラ ブ活動 は、毎月 1回 、月曜 日の午後 1時半～ 3時までの活動です。

‐
==■ 1‐ 、・   |=、      に実施 します。

口②の乗 り物クラブには、電車や車 を見に行 く、駅名 を調べるなど、外の活動やパ ソコン、

書物での調べ活動が多 くな ります。車いす を押す、パ ソコンの操作 を教 えるなど、ボラン

テ ィアの支援が必要にな ってきます。ぜひご支援 くだ さい。

◇取‖組みその2 第2えるで、ホーム空の見学会
「地域の中で生きる」をテーマにした見学会

学校を卒業 したらどうなるの? 子どもが将来、どんな生活を送るんだろう? グルー
プホームってどんな感 じだろう? 日中の過ごし方は? 第 2え るでで何をしているの?

そんな疑″だ各
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昨年度、えるでの活動を、12名 の方が、ボランティアとして、常時、
してきました。河内音頭やお話 し会、パソコンでの文章づくり、本の読
かせ、日記、数字遊びなど、ボランティアさん自身の趣味や特技を活か
がら、メンバーさんと楽 しく活動 してきました。
ボランティアの時間帯等は次の通 りです。

一日中、午前、午後などいつでもOKです。お待ちしています。時間帯は相談に応
じます。

◆時間帯 :毎曜日 ①9:30～ 11:30
②ll:30～ 14:30
③14:30～ 16:30

希望者は下記連絡先にお願いします。

き りと り

ボランティア登録カード

名

所

生年月 日

(ボ ランテ ィア保 険加 入のた め、正確 に記 入を )

してみたい活動 (で きる限り詳しくお書きください。)

オ バ 福社会後援会布忍事務所

〒580-0024松 原市東新町4-105-68 (え るでヘルパーステーシ ョン内 )

事務局    072-332-0999
FAX 072-331-8200(法 人本部 )
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1錫税碑容が羮鰈冬′
rlTttj言

キぽ瞳鍔 i暮悪
1闇 (内 な る差別意識 )を 考 えてい きたい。

当事 者 が ふ りか

歩 け な い 人 は 乗 せ

の 搭 乗 拒 否 と、 声 を

グ 。 可 哀 想 な 被 害

道 され た が 、 実 は 可

メ ン ト欄 が 大 炎 上 。

な の に 、 い つ の 間 に

プ ライバ シー侵 害 、嘘 の 起 債 、嫌 が らせ 。
一般 人 に ここまです るの ?

差 別 的 な考 え を持 つ 人 が い る こ とに対 し

て は 、 ま だ 寛容 で い られ るが 、 本 人 が 一 次

情 報 と して発 信 して い る こ とを確 認 も しな
い事実誤認 の反応 が多す ぎるのは嫌 にな る。

愉 快 犯 的 にネ タ を投 入 し、炎 上 を楽 しむ ネ

ッ ト上 の放火魔 がい るのだ ろ う。
ア クセ ス数 さえ稼 げ ば い い。 便 所 の落 書

き が 、 世 界 に拡 散 して しま う時 代 。 批 判 し

た い 人 は 、対 象 が誰 で もい い の だ ろ う。 多

くの人 が 追 随 して集 団 と勘 違 い して い る人

もい た。 皆 が そ ろ って 同 じこ とに怒 りを向
け る と、 あ る種 の安 心感 が生 まれ るの か も
しれ ない。

た だ 飛 行 機 に 乗 りた い だ け

騒動 か ら半年 、ネ ッ ト上の誹謗 中傷ペー

ジを消す (検 索 され に くくす る)サ ー ビス
の営業電話がかかって きた。一応値段 だけ

と、 30万 な り !壁 に落書 きを書 いて、
ま し ょ うとい う業 者 の 自作 自演 も勘 ぐ

反 応 す る事 自体 が 新 た な燃 料 投 下 に な
で 、 もち ろん依 頼 は しな か った 3悪 意
の記 載 が あ る、 ま とめサイ トや 動 画 そ
の が 消せ る被 害 者 側 の権 利 、 書 き手側

載 責任 が 問 われ る よ うな精 度 、ネ ッ ト

も整備 してほ しい。
ざ とや った の で は ?と 多 く書 か れ た。
た ま乗 っ て 問題 に な った だ け。 友 人 を
のに安 い価格 の LCCは 当然 の選 択肢。

そ れ で 5名 が 来 る こ とに な った。 も しか し

て現 地 は会 談 で何 か あ るか も とは 思 っ て い

た が 、 そ の とき は 同乗 者 が 手伝 え ば い いや

と気 楽 な気 持 ち。 車 いす に な って か ら、 い

つ もそ ん な調 子 で 世 界 中 を旅 して 、訪 問 国
は 160に なってい る。

事 前 連 絡 を しな か った こ と も随 分 と叩 か

れ た。 細 か い規 約 を皆 さん い ちい ち読 み ま

す か ?車 いす な ん だ か ら、 それ くい らち ゃ
ん と読 め と言 われ た ら仕 方 あ りませ ん が 、

行 動 す るた び に 、 い ろ ん な確 認 を して 、連

本 島  英 登

絡 を しな い とい け な い の な ら、 生 きづ らい

と思 いませ んか ?

調 べ る と、 キ ャセ イ パ シ フ イ ック、 シ ン

ガ ポ ー ル 、 ユ ナ イ テ ッ ド航 空 な どで は 、 特

別 な配 慮 (医 療 機 器 の持 ち こみ 、 大 き な電

動 車 いす 、 大人 数 で の利 用 )で な い 限 り、

事 前 連 絡 は 不要 と明 記 して い る。 一 方 で 、

事 前 連 絡 が な い と搭 乗 を断 る こ とが あ る と

書 く中国 南 方航 空 の よ うな会社 もあ る (肝
心 の連 絡先 は載 って い ない )。 豪 州 ジ ェ ッ ト
ス ター で は 、指 定 の コー ル セ ン ター に英 語

で か け た が 、国 際 電 話 をい ろん な部 署 に た

らい 回 し され 、諦 め た。 医師 の診 断 提 出 を

求 め るな ど、ハー ドル を上 げ る会社 もある。

事 前 連 絡 さえす れ ば ス ムー ズ に乗 れ る と思
い 込 ん で い る人 が 多 か った の は 、 差 別 が 存

在 す る現実 を知 らないお気楽 なひ とた ちだ。
バ ニ ラエ ア の場 合 も奄 美 路線 は 、連 絡 す れ

ば全 て 断 って い た と新 聞社 の取 材 で も明 ら

か に な つて い る。 問 題ヽ の本 質 を理 解 して い

ない。
か つ て JRも 2日 前 に事 前連 絡 しない と

電 車 に乗 れ な か った。 駅 員 に 手伝 い を頼 ま

な い な ら良 い だ ろ うと私 は勝 手 に利 用 して

い た 。 駅 にエ レベ ー ター の な い 時 代 も、 階

段 を周 りの乗 客 に担 い で も らっ た り して い

た。
地 方 の 路 線 バ ス。 車 いす マ ー ク の あ る低

床 バ ス なの に、 事 前 連 絡 が ない か ら と拒 否

す る こ とが未 だ に存 在 す る。 突 然 の 予 定 変

更 もあ る。 当 日の急 用 もあ る。 も っ と気 楽

に動 け る社 会 であ って ほ しい と願 う。

だ が そ ん な考 えは ネ ッ ト上 で 、 プ ロ障 害

者・ ク レー マ ー と して 叩 かれ た。 た だ飛 行

機 に 乗 りた い だ けの こ と。 お 手伝 い を して

ほ しい とは頼 ん で い な い。 この 10年 、 平

均 で 年 間 30本 ほ どの フ ライ ト。 航 空機 の

利 用 は私 に とつて は 日常 の こ と。 で も確 か

に私 は ク レー マ ー か も と 自戒 した。 高校 3

年 生 で 脊髄 を損 傷 し、 車 いす 生 活 に。 リハ

ビ ジセ ン ター で 将 来 の連 絡 を考 え る とき 、
「大 学 に行 きた い」 と言 った ら、周 囲 の 車
いす 当事者 か ら笑 われ た。 ど うせ 言 って も

無 駄 とい うの が理 由 で あ る。 神 戸 大 学 に進

学。 車いす で入学 した初 めての学生 だ った。
25年 前 、 車 いす で 大 学 に行 く行 為 は ク レ

ーマー だつたのだ。
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か つ て は 女 性 も学 校 に 行 け な か っ た 。 時 代  ん だ 渡 し板 を 出 す 対 応 を す る。 地 下 鉄 な ど

は 変 化 して 、 多 くの人 が 高 等 教 育 を享 受 で  車 掌 が い な い 場 合 もあ るた め、 電 動 車 いす

き る環 境 に な っ た。 常識 は変 化 す る。 障 害  ユ ー ザ ー が 自分 で 渡 し板 を持 ち歩 き、周 り

者 同 士 で優 劣 をつ け る。 リハ ビ リステ ー シ  の乗客 に頼 んで助 けて も ら う人 もい る。
ョン施 設 で感 じた不都 合 な現 実 。 障 害 者 同   そ もそ もホ ー ム と車 両 に段 差 や 隙 間 が な

士 が差別 しない とい う前提 は間違 いなのは、
バ ニ ラエ ア騒 動 で も痛 感 した。 当事 者 が他
の障害や 不 自由 さを理解 してい ない。「同 じ

障 害者 な の に」 と一 括 りにす るの も違 和 感

を感 じる。 皆 そ れ ぞ れ 不 自由 な こ と、生 き
づ ら さは あ るは ず cダ イ バ ー シテ ィ 。多様

性 の 尊重 を 、 障 害 当事 者 が 学 ば な けれ ば な

らない。障害者 が住み よい社会 で はなあ く、

誰 もが住み よい社会 が理想 なのだか ら。

サー ビスが均一化 され ない構造的問題

LCCだ か ら乗 るな 、 とい うの もお か し

な意 見 で あ る。 かつ て JALや ANAで も

搭 乗 拒 否 は あ っ た。 世 界 最 初 の LCCで 有

名 な米 国 サ ウス ウエ ス ト航 空 は介 助 ゼ ロで

乗 れ る。 米 国 生 活 時 に よ く利 用 した。 全 て

同 じ機 体 、搭 乗 ブ リッジ が あ り、 自由席 で

最 初 に案 内 され るの で 、 ドア に近 い席 に 自

分 で乗 り移 るだ け。 LCCア ジ ア最 大 手 エ

ア ア ジアは、「お手伝 い必 要 」 と予約 時 に ワ
ン ク リ ックす るの み。 空 港 で は 3分 ぐ らい

で 搭 乗 券 を渡 され て終 わ り。 席 が 空 い て い

た ら ドア に近 い とこ ろに座 らせ て くれ る、
LCCで も車 いす に優 しい会社 はあ る。

日本 の空港 で のみ 、「ど うして歩 けない の

で す か ?」 とい う質 問 を よ く され る。 持 病
は あ ります か ?な ら理 解 で き るが 、 両 足 の

な い人 に も尋 ね るの だ ろ うか ?「 本 当 に歩

け な い ん で す か ?」 と、 しつ こ く聞 かれ る

と も あ る。 これ は 途 上 国 の 空 港 で も た ま

あ るc初 め て 車 い す で 飛 行 機 に 乗 っ た と

の 25年 前 か ら変 わ ら な い マ ニ ュ ア ル c

か しな 質 問 だ と不 平 を ず っ と伝 え て い る

、 未 だ に変 更 され て い な いっ
ひ と え に 日本 の 空 港 は 接 客 レベ ル が 非 常

低 い 。 若 い 綺 麗 な お 姉 さん ば か りで 経 験

乏 しい c外 国 の 空 港 で は 、 ス ペ シ ャル ケ
。ア テ ン ダ ン トの 専 属 部 署 が あ り、 障 害

あ る 人
の で 自

そ の 対

じ階 段

で は乗 れ て 、バ ニ ラエ ア で あ乗 れ な い とい

う事 態 が発 生 す る。 サ ー ビス が 均 一 化 され

ない構造的問題 で もあ る。
お 手伝 い の必 要 な人 へ の配 慮 。 鉄 道 駅 舎

に お |す るハ ー ドのバ リア フ リー は本 当 に よ

ば 、 手 助 け をす る必 要 が な くな‐る。 台

香 港 、 シ ン ガ ポ ー ル の 地 下 鉄 で はす で

現 して い る。 古 くか らは サ ン フ ラ ン シ

が有 名 で あ る。 デ ンマ ー ク 、 スイ ス で

電 車 の ドア か らス ロー プ が 出 て きて 隙

解 消す る車 両が あ る。

渡 し板 を持 って手伝 い をす る駅員 の姿 は、

障 害 者 に優 し くて 良 い の で は な く、 単独 搭

乗 で きな い設 備 の乏 しさ とも感 じる。 ホ ー

ム ドア の設 置 が進 む都 心 部 で は 、 そ の改 修

タイ ミン グ で ホ ー ム の底 上 げ を して 隙 間解

消 す べ きだ が 、残 念 な が ら実 行 しな い鉄 道

会社 も多い。
当事 者 側 も事 業 者 側 の 手伝 い に依 存 しす

ぎて い る場 合 が あ る。 な ん で もや って も ら

って 当た り前 と考 える人がい るのは問題 だ。

駅 員 が サ ッカ ー ス タ ジ ア ム の座 席 ま で 車 い

す を押 して き た の を見 た こ とが あ る。 JR
大 阪 駅 か ら駅 前 ビル の レス トラ ンま で駅 員
に介 助 され て きた 車 いす の 人 も見 た。 駅 の

外 で の介 助 は 業 務外 で あ る。 そ れ を事 業 者
の義 務 だ と勘 違 いす る利 用 者 が で て きて も

不幸 な ことだ。
イ ス ラエ ル を旅 行 した とき、 路線 バ ス に

5回 搭 乗 す る機 会 が あ った。 反 転 式 ス ロー

プ が 出 て くる低 床 バ ス で あ るが 、 いず れ も

運 転 手 で は な く、乗 客 が ス ロー プ を出 して

くれ た。 手 っ取 り早 い か らで あ る。 そ の う

ち 4人 が女 性 だ っ た。 女 性 も 1年 半 の徴 兵

制 が あ り遅 しい。 もっ と気 軽 に周 囲 の 人 も

互 い に手助 け で き る社 会 に 日本 もなれ ば 、

車 い す の 人 も気 兼 ね な くバ ス を利 用 で き る

はず。

要望を三つに分ける

理 的 配 慮 に お い て 、 重 要 な の は 当事 者

て ほ しい こ と (Aレ ベル )。 で きれ ば必 要 な

こ と (Bレ ベ ル )。 あれ ば嬉 しい こ と (Cレ
ベ ル )の 二 つ で あ る。 飛 行 機 の搭 乗 を例 に

考 えてみ よ う。「飛行機 に乗 る こ と」 は Aレ
ベル。「飛行 機 に一人 で乗 れ る こ と」 もAレ
ベル。 しか し私 の 中では 「座 席移 乗 の介助 」
は Bレ ベ ル 。 職 員 が 手伝 え な い の な ら周 り
の乗 客 に手助 け を求 めた らいい。「食 事 の介

助 」 は Cレ ベ ル 。 避 け な けれ ば い け な い の

は Cレ ベ ル を要 求 して 、 Aレ ベ ル が達 成 さ

れ
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近 年 、 車 い す の 乗 客 に 対 し

て 対 応 す る の を 頻 繁 に 見 か

た 。 これ は 日本 特 有 の 風 景
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潮

て

け

で

、 駅 員 が

る こ と。

板 を 持 っ

うに な っ

。 ホ ー ム

に 駅 員 が い な い 欧 州 で は 、 車 掌 が 車 両 に 摘  れ な い こ とで あ る。

t



KSKQ(バオバブネットワーク通信VOL18)第 二種郵便物承認 通巻9111号 2018年  7月 17日発行 (10)
校 舎 にエ レベー ターがい ない学校 へ の車イ   この よ うな差別意識 が、車いす で温泉 に

ス生徒 の進 学 も考 えてみ よ う。設 置 には莫  入 るな とい う規則 に繋がるのかもしれない。

大 な費用 がかか るも な らば該 当す る生徒 の

教 室 を一 階 に変 更 す る方 法 が あ る。 音 楽 な

どの授 業 で 上が る こ とが あ るな ら、 ク ラ ス

メイ トで 担 いだ らい い。 エ レベ ー ター が な

い (Bレ ベ ル )こ とを理 由に 、 学 校 に行 け

ない (Aレ ベル )に なってはいけない。

障 害 者 差 別 解 消 法。 バ ニ ラエ ア騒 動 の 前

に一 度 相 談 した 案 件 が あ った。 松 山の 道 後

温 泉。 宿 泊 先 の 障 害 者 施 設 の大浴 場 に 張 り

紙 。「車イ スの方 は こ こでお降 りくだ さい」

脱衣場 か ら張 ってお風 呂に入れ とい うこ と ?

浴 室 用 の 車 いす が置 い て あ るが 自走 で き な

い タイ プ。 介 助 者 が い な けれ ば入 っ て は い

け な い とい うこ と ら しい。 部 屋 にお 風 呂が

な い の で 、 この大 浴 場 に入 れ な い と困 る。

貼 り紙 を無 視 して 、 車 い す で洗 い場 へ と入

った。

後 日、 愛 媛 県 に異 議 申 し立 て の文 書 を送

付。「松 山衛 生局 か らの指示 に よる ものです。

差 別 に は 当 た らない 」 との返 答 だ っ た。 そ

の 指 示 が 差 別 だ と言 った つ も りだ っ た が 、

話 が通 じな か っ た。 そ れ に懲 りず にバ ニ ラ
エ ア も大 阪府 と鹿 児 島 県 に相 談 した が 、 今

度 の担 当者 は真 摯 に対 応 して い た だ き、 間

題解決へ とスムーズ に移行 した。

朝 日新 聞 で記 事 に な っ た の は事 件 解 決 か

ら二 週 間 後 。 障 害者 差 別 解 消 法 の好 事 例 と

して記事 に して ほ しい とお願 い していたが、

ひ どい扱 い を され た とい う感 情 的 な紙 面 に

な った 。 話 題 を集 め る こ とが新 聞社 の意 図

な ら成功 した といえ る。

2018年 、 新 年 の ス キー 帰 り、長 野 の

温 泉 。 浴 室 に入 って 体 を洗 っ て い る と 「車

自分 自身の成功評価軸 を

いすで入 ってはダメ」「出て くだ さ

ネー ジャー の男性 が怒 ってきた。
で床 が汚れ るか らダ メな規則 らし

な らそれ と番台で言 え よ と。 も う

植 松 電機 の社 長 は 「 ど― せ 無 理 」 は 人 間 の

自信 と可 能 性 を うば う言 葉 、や った こ とが

な い 人 が使 う言 葉 と表 現 す る。 自信 を取 り

戻 す こ と。 それ が 引 い て は 、 イ ジ メ・ 暴 力

・ 戦争 が無 くな る と語 る。

他 人 の不 幸 は蜜 の 味 で は な い。 自分 が ハ

ッ ピー だ った ら、世 界 もハ ッピー 。 そ ん な

社 会 を夢見てい る。

学 校・ 組 織 な ど狭 苦 しい とこ ろ に押 し込

まれ る と、 人 の 嘩 を した り、 イ ジ メた りす

る よ うに な る。 内 勤 の OLさ ん た ち も暉 話

好 き。 芸能 界 も噂 話 や イ ジ メが 多 発 。 い つ

も同 じク ラス で行 動 す る 中学 生 で い じめ が

横 行 して い て も、バ ラバ ラの ク ラス に な る

大 学 で はい じめ の話 は あ ま り聞 か な い。 暉

好 きや イ ジ メ好 きの 人 間 は 自分 に 自信 が な

い か ら、他 人 に矛 先 を 向 けて 自分 が標 的 に

な らな い よ うに 防御 して い る。 た だそ れ だ

け。 一 つ の狭 苦 しい 居 場 所 に国 執 せ ず 、他

の居場所や選択肢 を持 つ ことが大切 で あ る。

自分 な りの価 値 観 が あれ ば他 者 の評 価 も

気 に しな くな る。 他 人 を気 にせ ず や りた い

こ とをや れ ば よい が 、 実 際 に は簡 単 な こ

で は な い。 自分 と似 た仕 事 で成 功 して い

は気 に な るだ ろ う し、会社 員 で あれ

の 出 世 が気 に な るだ ろ う。 人 の成 功

、悔 しい と思 うこ とは決 して悪 い こ

な く、その悔 しさは努 力の も とに な る。
「あいつ は 自分 よ り稼 いでい る」 とか、

分 よ り出世 して い る」 と、 自分 と人 を

る クセ がつ く と、 常 に気 持 ち が 不安 定

りか えなに。

人 を気 にせ ず 、他 人 の成 功 を喜 ん で あ

た め に は 「世 間 的 成 功 の評 価 軸 」
‐
とは

「 自分 自身 の成 功 評 価 軸 」 が 必 要 で あ

自社 製 ロケ ッ ト開発 で夢 を 追 い か け る

(き じま 。ひ で と う 車 いす の旅 人 /世 界

150カ 国 以 上 を訪 問 /バ リア フ リー研 究

所代表 )

問

期

て

は

だ

自

べ
な

他

る

に

。

人

同

見

で

た

ｒ

比

に

　

げ

別

る

と

る

ば

を

と

マ
跡

れ
な

と

ヤ
そ

や

Ｊ

イ

ｏ
じ

い
夕

い
裸

し

υ`

れ
ん

ま

だ

い

メ

関

を

同

に

な

ダ

玄

ヤ

共

と

来

す

ヽ
イ

ｏ
こ

度

車

る

ｃ
の

二

。
ね

答

な

う

得

尋

返

と

も

説

と

の

こ

ｏ
と

？

と

の

か

て

だ

す

け

と
い

と

タ

に

か ら、今 だ け は入

な ら、杖 は ど うな

に置 い て も らっ て

雑 中で拭 け ば い い

浴 場 が身 体 の 不 自

市 民 は何 も感 じな由 な 人 を 排 斥 す る

い の か つ疑 間 に 思 っ て も 言 わ な い 、 言 え な

い環 境 っ て ほ ん と怖 い。

そ の 一 週 間 後 、 別 の 温 泉 の チ|に 衣 場 で 服 を

脱 ご う とす る と、 自髪 の 爺 ち ゃ ん が 「若 い

の に 車 い す で 可 哀 想 だ ね 」 と、 同 行 者 (七

○代 の

隣 に い

哀 想 じ
い よ。

優 し く

哀 想 だ

ねて私
と言 い

元気 スキーヤー)に話 しか けて きた。

る私 を無視 して。 車 いす っ て の は 可

ゃ な い です よ。 私 のハ ゲ

単 な る違 い の 一 つ です よ

諭 す が 、 お爺 ち ゃ ん は 「

よ。 若 い の に」 と引 か な

も横 か ら 「あんたの頭 が可哀想 だ よ」
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ノゞグ′ノグー房が改正されました !!
インクルーシブ社会実現のために全国のパリアフリー設備のさらなる推進を
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鋤節年棘 も大会の開催を契機とした 、高齢者、障害者等も含んだ

≪課題①:―
‐'‐ 1ヽ|:■・|=■ 11≫  ≪課題②:11二 j:1■■|・■11≫

口事故、トラブルの発生等召踏まえ、国市町村(特別区を含む)による

等により、地域における

「

※対象地区内
'公共交通事業者等の事前届‐出
交通綾節点の調整

'′ r゙'野驚,プ作成に対す都瞳滋
の種報提供

※基本構想作成市町村数 :

>全市町村の約2割 (2%/1741)
3千人/日 以上の旅客施設のある
市町村の約半数似V613)

[H8年度末時点]

H292ユニだ―サルデザイン2020関 係閣僚会議決定)

を行う等により、その

方針を定める

<予算関連法律案>

の必要1生

≪課題③ :ギ1,i,_■ |■■|■二≫
回観光立国実現に向け、

スや遊覧船む島D:H勧 必ヾ要

回 公共交通機関に加え、建築物
等に関するバ:力リリー情報の
積犠難 が必要

ロ ハ1炉フト施策の評価等に当た
り、障害者等働参彗 視ヽ点の

を図る」

“

聯夕)様子ぐ澤珈列疑似体例胡

地区内事業者等
による事業実施

t
諄題丙躍鯰舞   昔蛮:煮よ静用者の

1曇露鷺曇ゴ:昔 ダ瞑写係る

―

③墜整
=2量=⊇重塵づくりに向けた地域における取盤強化

○理念規定を設け、「       」、「        」を明確化
○「心のバリアフ:ブー」として、

○ハード対策に加え、                    葬

国土交通大臣が新たに作成
○事業者は、

※施設整備、旅客支援、情報提供、教育言I朦、推進体制

○市町村がパリアフリー|
(協議会等:こ

【バリアフリーのマスタープラン】 【基本構想(具体事業調整)】

・事業を実施する地区の設定
・事業内容の特定

0近接建築物との連携による既存地下駅等のだリアフリー化を促進するため、
協宣饉 壼盤⊇量菫■1ビ審構率持‐祟:を言:奎

駅等の旅客施設にスペースの余裕がない場合に近接建築物への通路
及びパリアフリートイレ整備が容易に

Ω亜豊登菫塁L易記圏菫量塾壼上鐘生な施策の充実
【′

○ の 下 、

提供を新たI

彎穐蟷趣
驚越

.奎  ‐   tt il豊」彗:なfi遣:量
明言己

―

口 ■

【菫幕機 暴】嘉難者、障害者や、子青て世代など、金 ・
‐‐―ヽ ・ _■ :|:_=: ■

‐1__― ~ |. ~‐

利用者3:鋸)人以上/書である旅審糠設の戦姜解消率:3■2%(20お年度末)■約100%(2健 0年度)i

震馨言蔵議議議寵議静
様 創々略 難 1鶴麟 嬢 等)締 難 申嬌 大会藝難 群 結 ol

簿マスタープランを定める市町村数:(新規)→ 300(2鍵 3年度

ヽ_

測蟻 切壊

■て 、

当事者の参画する協議会の
一

り
定親的評髄・見直じ

_____ヽ ____2、

○ リヾアフリー :   を
○

′`リアフリ
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○ バオバブネットワーク通信VOL18を お届けします。

回 目の 津 久 井 や ま ゆ り園 事 件 追 悼 の 日が 近 づ い て き て い る の に 、
信 そ の も の で は 取 り上 げ て い ま せ ん 。 私 た ち は 「事 件 」 を 決 し

忘 れ て い な し 、「事 件 」 の 風 化 に も 抗 し て い き た い と決 意 し て い

、 今 年 も 明 る く 。元 気 に 生 き て い る 。」 事 実 を 発
が 、 事 件 を 風 化 させ な い 道 だ と 信 じ て 、 地 域 連
した 。 皆 様 の 積 極 的 な ご 参 加 を ・ ・ ・

○ 「み ん な で 考 え シ リー ズ 」 で は 、 バ ニ ラ エ ア ー 事 件 の 顛 末 と ネ ッ
ト上 の 「バ ッ シ ン グ 」 に つ い て 当 事 者 の 感 想 を 取 り上 げ ま した 。

○ 今 回 の 「バ ニ ラ エ ア ー 事 件 」 が 、「声 を 上 げ た ら バ ッ シ ン グ を され

る .」 の 前 例 な ら な い よ うに す る た め に 、私 た ち が 色 々 な 場 面 で 「そ

れ は 差 別 に な り か ね ませ ん !!」 と 言 う声 を 地 域 で 上 げ る こ と が

必 要 で す 。
「バ ニ ラ エ ア ー 事 件 」 に 対 し て 、 行 政 の 窓 口 が 、 世 間 の 気 分 と 関

係 な く 、 法 律 に 沿 っ て 対 応 し た 事 実 を 広 め て い く べ き だ と 思 い ま

す 。
○ 本 法 人 内 で は 、 世 間 の バ ラ ン ス を 考 え る の で は な く 、 不 当 な こ と

に 対 して 「声 」 を 上 げ る こ と を 確 認 し て い ま す

も 法 人 と し て 、 新 し い 事 業 展 開 を 予 定 し て い ま す 。 地 域 相
セ ン タ ー 「い こ な 」 の 移 転 と 女 性 ホ ー ム 増 室 事 業 、 車 イ ス
バ ー に 対 応 した 男 性 ホ ー ム の 新 設 事 業 で す 。
「債 権 の 多 い 法 人 経 営 が 圧 迫 さ れ な か ?」 良 心 的 な 声 や 法
に も 、 こ の 事 業 展 開 に 疑 間 の 声 も あ る こ と も 事 実 で す 。
、「必 要 とす る メ ン バ ー が い る 」 と い う 「事 実 」 に 寄 り添 い

解 決 す る 道 を 見 つ け る 作 風 こ そ が 、 私 た ち バ オ バ ブ の 家 以
統 だ と考 え ま す 。
の 「何 と か な る つ て 。・ ・ 。」 と い う明 る い 声 で 、 私 た ち は
て き ま し た 。

度
援

ン
の
部
し
か
伝
者
し

年
支
メ
部
内
か
と
の
援
進

今
談

の
外
人
し
何
来
支
前

○

○ 次 号 か ら は 、
今 後 、 更 な る

の
ご

業
援

事
支

新
ご

進 展 状 況 を 皆 様 に お 知 らせ し て い き ま す 。
協 力 を お 願 い い た し ま す 。

(文 責 F)
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